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(本文 132 頁 400 字換算約 450 枚 目次・要旨・文献等 22 頁付録資料 36 頁)
論文審査の結果の要旨
本論文は、申請者が専門とする音楽学の枠を超えて歴史学一般にも通じる問題意識をもちつつ、行動力を発揮した
広義のフィールドワークの手法や多角的な文献・資料解釈を有機的に結合した方法で問題解決の糸口をつかもうとし
たユニークな近代日本音楽史論である。明快な仮説提示(むしろ結論先取り)によって読者の関心を強力にひきつけ
たうえで、それを例証するための事例を程よい数量で選択し、それぞ、れの事例については不用意な脱線に陥ることな
く一見関連のないように見える事柄にまで考察と分析の視野を広げており、随所に挿入された新発見資料も効率よく
論文の一端をになうかたちで提示・解釈されている。また、音楽そのものだけでなく、広く音文化全般に目を向ける
姿勢が強調され、その論旨が小気味よく展開されているので、結果として、従来の固定観念を補充するのに充分な知
見が表明されている。
本論文の欠陥をあげるとすれば、目論んだ学際性が徹底的になされたとは必ずしもいえず、歴史学一般や軍事研究
といった方面の専門家にとってはいまひとつの慎重さが望まれる。また、明快な論述を心がけるあまり、不用意な一
般論が見受けられることも否定できない。さらに、東アジアから東南アジアにかけて見受けられる類似例への視座が
欠落していることも惜しまれる。しかし、こうした欠陥は、近い将来の研究で補うことが可能であるし、本論文の価
値を低めるものではない。よって、本論文を博士(文学)の学位を授与するのに充分な価値を有するものと認定する。
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